
令和６年度 文部科学省

現職日本語教師研修プログラム普及事業

就労者に対する日本語教師（初任）研修報告

実施機関名 特定非営利活動法人 日本語教育研究所

事業名 就労者に対する日本語教師養成 日本語教育研究所の
多様な研修実績及び人材を活かしたビジネス日本語
教育／指導

研修実施地域 全国

事業実施期間 令和6年6月～令和7年2月

研修受講者数及び
研修修了者数

研修受講者数 96名
研修修了者数 88名



１． 事業概要

１.１ 事業の目的

少子高齢化が急速に進む日本社会において，今世紀後半には日本経済の規模を維持するために

必要な生産年齢人口が不足する事態が予測されている. 少子化の歯止め，高齢者・年少者・女性

などの労働市場への参入奨励など，国を挙げて様々な対策が講じられている. それらに加えて，

海外からの就労者が日本の労働市場へ移入することは最重要な要因であると各方面から指摘され

ている.

彼らが本格的に日本社会の構成員として定着する， 真の意味での多文化共生社会の実現のた

めには，彼らが積極的に日本社会の一員として参入する意欲・態度の醸成が必要である.その過

程で重要とされるのが国内共通語としての日本語および日本の生活文化の習得である.しかし現

在の時点ではその習得を支援できる人材は不足している. 

特定非営利活動法人日本語教育研究所は，会員286人（令和6年12月1日現在）を擁し，これま

で大小様々な企業において就労者に対して多様な日本語研修を実施してきた. その経験から，

就労者本人のみならず広くステークホルダーのニーズに応えることが必要であると実感している.

本研修では，多様な就労の現場と協同し，それぞれのニーズに応じた日本語教育の指導計画を

立て，オンラインで授業を実施できる日本語教師の育成を目的とする. 
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１． 事業概要

１.2 実施体制
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２． 研修概要

２.１ 研修の目的
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学習者の日本語力， 

学習者とステークホルダー

のニーズを的確にとらえる

能力

学習者とステークホルダー

のニーズに対応した

コースデザインができる

能力

進捗状況や評価を

的確に報告する

能力

日本のビジネス社会の仲介

者としての立ち位置を

正しく理解する

能力

教育現場での

柔軟で効果的な実践

能力

教師に求められる ５つの能力

多様な就労の現場における，業務遂行のための実践的な日本語能力を育成できる日本語教師，

特にオンラインで授業が実施できる日本語教師を養成することを目的とする．



2.2 研修の構成

５つの能力を育成するため， ６つの「学習テーマ」を設定し，

各テーマについて「理論」と「ワークショップ・実習」の講座を用意した．
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「教師に求められる能力」 ５つ

・オンライン 一斉講座（８講座）

・動画講座（６講座）

・対面講座（１講座）

・オンライン グループ講座（9講座）

「学習テーマ」 ６つ

【理論】

就労者に対する日本語教育の
現状，教師に求められる能力
について理解を深める

【ワークショップ・実習】

学習者のニーズをとらえたコースデザインや，
実際にどのように研修，レッスンが行われて
いるのかを実習を交えて学ぶ



• https://docs.google.com/spreadsheets/d/1bQjXLi
UVE6hjQ1JnvUpgYWpZf_wlBPM0/edit?usp=sharin
g&ouid=115703336935628508621&rtpof=true&sd
=true
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２.2 研修の構成（概要）



2.3 研修方法・内容

2.3.1 オンライン 一斉講座 ： 講義名・講師

3.1 オンライン 一斉講座
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◼ 理論



2.3.1 オンライン 一斉講座 ： 流れ

3.1 オンライン 一斉講座

8

① 事前学習資料を読む （各自） ② 講義に出席 （135分） ③ 課題を提出 

・締切： 講義日の翌々週
金曜日24時

・400字程度の記述

・提出： Padlet上の
Googleフォーム

・成績： 約5週間後
メールで通知

・公開日： 講義日の前週金曜日

・公開方法： Padlet（掲示板アプリ）上
各自，ダウンロードをして読む

・公開通知： Padletに公開されたことを
事務局よりメールで通知

・Zoomのリンク：
講義日の前日（金曜日）に
メールで送信

・講師へ質問がある場合：
講座終了後～翌日24時まで
Padlet上のGoogleフォームから
質問可
約2週間後，Padletに回答を公開



2.3.2 動画講座 ： 講義名・講師
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◼ 理論



2.3.2 動画講座 ： 流れ
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① 録画された動画講義を視聴する（各自） ② 課題を提出 

・締切： 公開期間最終日
（金曜日）24時

・400字程度の記述

・提出： Padlet上の
Googleフォーム

・成績： 約１か月後，メールで通知

・収録時間： 約90分（約45分✕2本）

・公開期間： 2週間（土曜日～金曜日）

・公開場所： Padlet上

・公開通知： Padletに公開されたことを
事務局よりメールで通知

・講師へ
質問がある場合：

公開期間中 Padlet
上のGoogleフォームか
ら質問可

約2週間後，Padlet
に回答を公開



2.３.3 オンライン グループ講座 （＝ワークショップ，実習） ： 講義名・講師
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2.３.3 オンライン グループ講座 （＝ワークショップ，実習）

●ワークショップ… 少人数のグループ内で，意見交換や話し合いを通して学ぶ

●実習… 少人数のグループ内で，それぞれが持ち寄った課題をもとに活動を行う

※受講日

以下の理由から，複数の開講日を設定した

・受講者が受講日を調整・選択しやすい

・ワークショップ，実習を

少人数できめ細やかに行いたい

全６１開講日
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2.3.４ 特別講座

⚫ 対面（東京・大阪） または オンラインを選択して出席

⚫ 「就労者の異文化適応」（135分）＋「教材研究」（45分）＝ 180分
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対面：
講師と受講者が書店（(株)凡人社）へ赴き，
ビジネス日本語教育関連の書籍を手に取り，
内容を見比べる



２.4.1 理論編
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２.4 求められる資質・能力と研修における教育内容の関係



２.4.1 理論編
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２.4 求められる資質・能力と研修における教育内容の関係



２.4.２ ワークショップ・実習編
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２.4 求められる資質・能力と研修における教育内容の関係
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２.５ 研修スケジュール，内容，講師，時間数
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２.５ 研修スケジュール，内容，講師，時間数
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２.５ 研修スケジュール，内容，講師，時間数



２.6 研修環境 － 7つのポイント

【研修環境 ①】 ３つの実施方法を柔軟に組み合わせる
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オンライン

• 居住地の制約なく参加

• 全受講者一斉

• 少人数グループ

オンデマンド

• 時間の制約なく学習

対面

• 受講者間の直接交流

• （教材研究）実物に触

ることが可能



２.6 研修環境

【研修環境 ②】 ＜研修前＞ オリエンテーション

・ 研修の目的，内容や修了要件等の確認

・「オンライン研修に必要なICT」として，講義と実習

【研修環境 ③】 ＜研修期間中＞ オフィスアワーの設定

・ 時間をおかず，受講者の疑問を解消できるよう努める．

・ １か月に２回（１回２時間），全１４回
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・理解：語彙の共有，ストレージとは，Zoom とは，Googleドライブとは

・実践：Googleスライドに書き込み，Zoomのチャットに書き込み，画面共有の練習等々

研修開始前に
研修に集中できる環境整える



２.6 研修環境

【研修環境 ④】 受講者と事務局の情報共有ツール 「Padlet（パドレット）」

受講者に必要な情報を一カ所に集約

例）事前講義資料，講義当日の録画，受講後の記述課題へのリンク，

講義当日使用したワークシート，講師への質問，講師からの回答 など

⇒ 予習，復習，課題，質問・回答閲覧がいつでも可能
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２.6 研修環境

【研修環境⑤】 講義後，講師への質問の受付

各講義終了後，毎回質問を受付

約2週間後，講師より回答を受領

Padletで全体に共有

【研修環境 ⑥】 受講者間のネットワークづくり

・ 修了者でFacebookグループの立ち上げ（参加希望者のみ）

・ 活動主旨

仲間と経験，アイディアを共有する

国内外居住地，対象学習者の分野，所属機関の種類を超えて交流する

他の仲間の体験を通し，自身をブラッシュアップする
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２.6 研修環境

【研修環境 ⑦】 ＜終了後＞ フォローアップ講座の実施

※昨年度までの修了生対象

・開催日：2024年11月24日（日） 10:00-12:00

      ・方 法：Zoom

・受講料：無料

・内 容： 1）研修修了者の実践報告 （30分✕2名）

2）自分プロジェクトを作ろう

～1年後の目標を立て，そのために今，何をすればいいかを考える60分～

「今の自分の立ち位置を知る」「目標を設定する」「行動計画を作る」ワーク

・出席者：23名
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3.1 募集・選考
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3. 募集・選考，受講・修了

募集期間 令和6年5月8日（水） ～ 令和６年6月12日（水）

募集方法 ・日本語教育研究所のホームページへの掲載

・各種SNS， 日本語教師向けWebサイトへの掲載

・日本語教育研究所から会員向けに送付しているメールマガジンでの周知.

受講料 20，000円（税込，教材費込）

選考基準 １. 全講義に出席が可能

2. 日本語教育課程履修／日本語教師養成講座修了／日本語教育能力検定合格

３. 就労者への日本語教育指導経験がない，あるいは少ない

（目安として，就労者に対する日本語教師歴３年未満）

４． 本研修への「志望動機」の内容

募集人数 80名

応募者数 １01名

受講者数 96名



3.２  受講者の属性 ※以下は，研修開始時の受講者96名についての数字である．

①年代 ②日本語教育関連保持資格 ※複数回答可
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・50代が最も多く，40代，60代と続く

・３つの年代を合わせると，全体の８割超

・「日本語教師養成講座420時間」修了者が６割

・「日本語教育能力検定試験」合格者が5割



3.２  受講者の属性 ※以下は，研修開始時の受講者96名についての数字である．

③日本語教育歴 ④ビジネスパーソンへの日本語教育歴
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・「3年未満」が5割超

・次いで「10年以上」が2割

ビジネスパーソンへの日本語教育歴別では，

「経験なし」が半数

※本研修は「初任」研修であるため，選考の段階でビジネス日本語

教授歴が相対的に長期間の応募者は選考の対象から外す場合が

あった.



3.２  受講者の属性 ※以下は，研修開始時の受講者96名についての数字である．

⑤日本語教育以外での就労歴 ④（左記「はい」の場合）どの業界での就労歴か
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・受講者の9割は日本語教育以外で就労歴あり
（「その他」業界を除く）

・「教育・学習支援業」，「情報通信業」，「サービス業」，

「製造業」での従事者が全体の半数超

n＝86
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3.３ 評価・修了

評価方法

評価基準

◎ 「理論」

・出欠の確認方法 ： 講義時に， 担当者がオンラインの画面上で確認する. 

・成績の確認方法 ： 

「記述課題」を毎回課し，各講師がA～Dで評価

➢ 評価がB以下の場合，担当講師からの評価理由（コメント）も伝える

Ａ（優） ： 課題の要求に十分対応・網羅している

Ｂ（良） ： 課題の要求に対応しているが，不十分な点が一部ある

Ｃ（可） ： 課題の要求に対応しているが，最低限の対応である
／問題点が複数ある／遅れて提出した

Ⅾ（不可）： 未提出
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3.３ 評価・修了

評価方法 ◎ 「ワークショップ・実習」

➢ ワークショップ＝ 出欠評価

➢ 実習＝ 課題提出／実習評価

・コースデザイン2

・ビジネスライティング添削実習

・オンラインレッスン教壇実習

総合評価だけでなく，受講者1人1人に

各講師より良い点，改善を要する点等

詳細を記載したコメントシートを送付
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3.３ 評価・修了

修了基準 1. 全期間を通して出席率80%以上（遅刻・早退15分以上は欠席とみなす）

2. 課せられた提出課題のすべてを提出

3. すべての実習に出席

修了者数 88名 （修了率91.7％）



4.受講者からの評価

4.1 「理論編」

• 実施期間： 2025年1月11日(土)～2025年1月16日（木）

• 方 法： インターネット（Googleフォーム）

• 回答者数： 89名（調査対象は1/11現在受講者 93名，有効回答率 95.7%）

質問１. 研修に参加される前，どのようなことを期待していましたか.主な項目を「２つ」選んでください.
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・6割が

「授業の組み立て方を知る」

・４割が

「就労者の現状を知る」



4.1 「理論編」

質問２．期待していたことが得られましたか.

※期待していて， 得られなかった情報・内容があれば， 具体的にお書きください.（記入７名）

・在留資格別（技能実習など）の基礎知識も学びたかった．そういった基礎知識がないまま技能実
習や正社員，留学生として来日後就職などといったお話を伺っても，正確に理解できない．

・著作権の授業が難しかったので，2回程時間を取っていただいても良かった.
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「大いに得られた」+「得られた」97.8％

事前にこの研修に対して期待していた項目

  を満たす内容であったことがわかる.



4.1 「理論編」

問３．「理論編」の講義のうち，ご自身にとって，自己の成長や新たな気づきがより多く得られたと思われる

講義を選んでください．【複数回答可】

※ 上位５つの講義を掲載
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質問１（研修参加前に期待していた

こと）の回答で最多

＝「授業の組み立て方」を知る

事前の期待に応えた講義が上位に



4.２ 「ワークショップ・実習編」

• 実施期間： 2025年1月１8日(土) ～ 2025年2月6日（木）

• 方 法： インターネット（Googleフォーム）

• 回答者数： 84名 （調査対象者数 93名，有効回答率 90.3%）

※「PC活用」は理論編のオンデマンド講義に含まれている.しかしながら，実際にはWord，Excel，PowerPoint，Google
Formの中から課題を選び，動画を視聴後，課題に取り組む.その後講師の添削を受け，修正する過程から実習としての側面
が強い.よって，アンケートでは「ワークショップ・実習編」に含めて回答を求めた.
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【概 要】

「大変よかった」

＋「よかった」
講義名

受講者の90％以上
⚫ 95.8％ 「ビジネス日本語教師とは」， 「コースデザイン１」， 「コースデザイン２」

⚫ 97.7％ 「オンラインレッスン概要」， 「オンラインレッスン実習」，「オンラインレッスン教壇実習」

⚫ 97.0％ 「ビジネスライティング概要」， 「ビジネスライティング添削実習」

受講者の80％以上 ⚫ 89.3％ 「ＰＣ活用」



4.3 研修全体の評価

質問：研修の全体としての評価をお聞かせください．

＜受講者の声＞

・とても練り上げられているコースだと思いました．何を身に付けさせたいのか，そのために何をしたらよいのか，それを

どう評価するかがとても明確で安心して講座を受講することができました．

・非常に有益な実りある講義を聴き，的確なアドバイスを受けることができ，研修に参加して心から良かったと感じる．

・学習者がオンラインでも学びを継続し続けるために寄り添う教師のロールモデルとして，非常に心に残っております．

最後まで受講し続けることができたのは，講師の先生方，運営事務局の方々の継続的なご支援によるものです． 36

84名中，83名（98.8％）が

「大変よかった」または「よかった」と評価



５.１ 評価委員会

◆日 時 ： 令和7年2月22日（土） 16：00～17：30

◆方 法 ： オンライン（Zoom）

◆出 席 者 ： 評価委員 9名， 事業実施者 7名 計１6名

・毎年度，進化発展している. 満足度も高く，すばらしい研修 (委員A）.

・昨年度の修了率（80.2％）から大きく改善され90％を超えた (委員C）. 

・オンデマンド，対面，実習・ワークショップを組み合わせ，かつFBが綿密にデザインされて，

      受講者と共有してすすめた点がよい（委員D）.

・理論と実践をすぐに組み合わせる，受講形態を３つにして柔軟性を持たせた点も良い（委員F）.

・フォローアップ研修は現受講者も参加できれば，ロールモデルをみることができてよい（委員I）

・介護，農業の分野でニーズが高いことに関して講座があってもいい（委員E）.

37

観点１． 実施体制…研修全体の業務の進め方／運営の柔軟性

観点２． 研修プログラムの実施…研修プログラムの内容・構成／実施方法の妥当性



５.１ 評価委員会

・フォローが手厚い.オフィスアワーの利用者が毎回いるのは形骸化していないことの証拠である（委員B）.

・基盤づくり，目標，観点をおさえるという点が受講者に伝わっている（委員G）

・フィードバック等の手厚さの裏側として，実施者のシャドーワークが増えていないかと心配になる（委員A）.

・アンケート結果の要望をすぐに次年度の講座に入れるという即対応もよい.毎年度進化している.

オンデマンド，対面，実習ワークショップの３つの形態を組み合わせ，かつFBを綿密にデザインされ，受講者と共有
し

て進めた点がよい（委員C）.

・フォローアップ研修はあったが，研修修了者がこの先どう進んでいったか（希望はあった

が仕事してない，勉強だけだった，仕事に就いた人はどういった仕事についたのか等をきく

ことで，今学ぶ人の参考になるヒントが得られるかもしれない（委員D）.
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観点３．教育内容の習得に対する評価・フィードバック…評価の妥当性／フィードバックの妥当性

観点４．研修プログラムの改善…年次ごとの改善／工夫点

その他



5.２ 成果・効果

（１）研修の目的と内容

令和６年４月に施行された「日本語教育機関認定法」により，日本語教育機関の認定および日本

語教員の登録が制度的に行われるようになった.今後は認定日本語教育機関（就労）も数を増やし，

そこで教育に従事するのは登録日本語教員という体制が構築されてゆく.登録日本語教員の養成は日

本語教員の実践研修機関・養成機関が担うのであるが，登録までの段階では留学・就労・生活の各分

野に特定された研修は実施されない.本研修は就労者に対する日本語教育に特化した研修を行うこと

によって，一般的な「学校モデル」に当てはまらない内容の研修を行うことが可能となった.

(２）就労者に対する日本語教育の特徴

在日外国人就労者に対する日本語教育に従事する者の最も重要な役割は，多様な文化・社会的

背景を持ち，就労に関する理念を異にする外国人就労者と，受け入れる日本社会の仲介者となること

である．その役割を理解し，目標に向かうための知識および実践力を培う研修の枠組みを理論・実践

の双方向から組み立てることができた．

39



（３）特徴的な効果

・理論編では，学校教育制度における教室内での教師・学習者関係とは異なる，社会人であり就労者である

日本語学習者に対する教師の役割を常に念頭に置いた研修であること，また学習者である外国人就労者

に対しては知識中心のカリキュラムではなく，日本における生活・就労現場でのコミュニケーション力の

育成を目標とする行動モデル，すなわち「参照枠」中心のカリキュラムが必須であることを研修受講者に

伝えることができた．

・ワークショップ・実習編では，対面授業とオンライン授業における，学習者と雇用主を含むステイクホー

ルダーのニーズに対応し，あらゆる学習形態に対応できるコースデザイン構築能力の育成に努め，就労現

場での場面に応じて必要となるICT等のスキルと実践において重要な態度を獲得できるように研修するこ

とができた.

５.３ 課題・今後取り組むべき事項

研修受講者の日本語教育歴，経験年数，経験してきた教育機関は様々であり，就労者に対する日本語

教育実践の特徴への気付きに際して，自分自身の経験から得た先入観からの脱却が難しいことが散見され

た.オフィスアワーなどの場での個別のやりとりから修正できたこともあったが，研修終了後にも課題を

残している.今年度も研修終了後のネットワーク形成ができているので，当研究所からのフィードバック

を継続する必要があると感じている.
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